
 

資格の大原 無断転載・複製を禁じます 

【的中問題！】 一部ご紹介致します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大原：直前対策模擬試験②－第23問   

 

本試験：第７問

 

大原：公開模擬試験－第22問 

 

本試験：第17問設問２

 



無断転載・複製を禁じます 

 

令和５年度 中小企業診断士第１次試験 

○Ｅ  経営法務 
 

【総評】 

令和５年度の本試験は、問題数は21題（昨年22題）、設問数は25問（昨年25問）であり、

昨年度とほぼ同じ問題構成であった。ボリュームは例年並みといえる。 

出題内容は、会社法関連が８問（昨年９問）、知的財産権関連が７問（昨年９問）、民

法が１問（昨年５問）・その他が９問（昨年２問）であった。 

出題内容の特徴としては、会社法関連の出題は昨年よりも１問少なく、民法の出題数も

昨年に続き減少した。さらに知的財産権関連の出題も減少しているが、出題の中心は、会

社法と知的財産権関連であると言える。ただし、民事再生法や独占禁止法、製造物責任法、

景表法などの出題が増加した。 

全体的な難易度は、出題数が多かった会社法関連、従来から比較的得点を確保しやすか

った知的財産権関連を合わせても標準レベルの問題が多く、また、過去に出題された論点

と同様の論点が多く出題されていたことを考慮すると、昨年度と同様の難易度（取り組み

やすい）であったと思われる。したがって、過去問題にしっかりと取り組んでいた受験生

であれば、合格基準点である60点を上回る得点を獲得することも期待できると思われる。

以下、各分野について見ていく。 

会社法関連は、第１問～第６問の計８問であった。第２問（監査役会設置会社における

取締役・監査役の株主総会における選解任決議）、第６問（事業譲渡と吸収合併）などで

得点を稼ぎたい。 

知的財産権関連は、第９問～第15問の計７問であった。会話文形式の事例問題が多く見

受けられたことで、一見すると難解な問題に感じられたかもしれないが、基本的な知識で

対応できるものも多かったため、対応しやすかったものと思われる。第14問（実用新案登

録後での特許出願）、第15問（商標登録出願）などで得点を稼ぎたい。 

民法・その他は、民法１問（第21問）、その他（第７問、第８問、第16問～第21問）の

計10問であった。特に、第17問（経営承継円滑化法）は得点すべきであり、その他の問題

も、基本的な知識に基づき選択肢を絞り込むことで、可能な限り得点を拾うことが必要で

あった。 

以上 


